
平成28年1月29日 愛知県公文書館だより 第20号

— 1 —

AICHI  PREFECTURAL ARCHIVES  AICHI  PREFECTURAL ARCHIVES  AICHI  PREFECTURAL ARCHIVES  AIC
PREFECTURAL ARCHIVES AICHI PREFECTURAL ARCHIVES AICHI PREFECTURAL ARCHIVES AICHI PREF

REFECTURAL ARCHIVES AICHI PREFECTURAL ARCHIVES AICHI PREFECTURAL ARCHIVES AICHI PREFEC
URAL ARCHIVES AICHI PREFECTURAL ARCHIVES AICHI PREFECTURAL ARCHIVES AICHI PREFECTURAL A

ARCHIVES AICHI PREFECTURAL ARCHIVES AICHI PREFECTURAL ARCHIVES AICHI PREFECTURAL ARCH
VES AICHI PREFECTURAL ARCHIVES AICHI PREFECTURAL ARCHIVES AICHI PREFECTURAL ARCHIVES A
愛知県公文書館だより

目　

次

企画展関連資料写真……………………… 1
平成 27 年度企画展…………………… 　2，3
表紙の写真の解説………………………… 3
古文書解読講座…………………………… 4
愛知県庁本庁舎
重要文化財指定記念企画展……………… 5
古文書講座………………………………… 5

「愛知県史」展示コーナー………………… 6
埋蔵文化財と地籍図……………………… 6
「愛知県庁文書」から……………………… 7
インターンシップ研修生体験記………… 7
レファレンスコーナー…………………… 8
利用案内・編集後記……………………… 8

新聞資料　「読売の図」

［第十回関西府県連合共進会］
出品台帳　第壱区 第十回関西府県連合共進会絵葉書



平成28年1月29日 愛知県公文書館だより 第20号

— 2 —

本
年
度
の
企
画
展
は
、「
明
治
期
愛
知
の

広
告
と
博
覧
会
」
と
題
し
て
、
十
月
十
九

日
（
月
）
か
ら
十
二
月
十
八
日
（
金
）
ま
で
、

本
館
展
示
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
は
、
本
館
所
蔵
の
「
湯

浅
氏
収
集
新
聞
関
連
資
料
」
に
あ
る
明
治

期
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
や
、
県
庁

文
書
に
残
る
万
国
博
覧
会
等
の
資
料
を
通

し
て
、
現
在
の
「
モ
ノ
づ
く
り
愛
知
」
に

繋
が
る
明
治
期
の
愛
知
の
産
業
に
つ
い
て

歴
史
の
一
端
を
紹
介
し
ま
し
た
。

本
館
は
、
明
治
期
の
新
聞
資
料
を
「
湯

浅
氏
収
集
新
聞
関
連
資
料
」
の
原
紙
や
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
数
多
く
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
新
聞
資
料
に
掲
載
さ
れ

た
広
告
は
、
絵
図
や
写
真
な
ど
、
目
で
見

て
楽
し
め
る
資
料
が
多
く
、
産
業
の
発
達

の
様
子
を
映
す
貴
重
な
展
示
資
料
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
県
庁
文
書
に
収
録
さ
れ
た
万
国

博
覧
会
や
共
進
会
な
ど
の
文
書
は
、
現
在

の
産
業
の
礎
に
な
っ
た
明
治
期
の
産
業
や
、

そ
の
製
品
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
産
業

の
発
達
に
か
け
る
県
民
の
意
気
込
み
も
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
展
示
資
料
に
な
り
ま
し

た
。平

成
二
十
六
年
六
月
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
岡
製
糸
場
等
や
、

日
本
の
近
代
化
産
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て

い
る
豊
田
佐
吉
の
木
製
人
力
織
機
な
ど
、

明
治
期
の
産
業
遺
産
が
注
目
さ
れ
、
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
と
き
、
今

回
の
企
画
展
を
実
施
で
き
た
こ
と
を
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
御
参
観
の
皆
様
に

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
会
場
の
ス
ペ
ー
ス
等
の
関
係
で

展
示
で
き
な
か
っ
た
資
料
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
本
館
を
御
利
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

以
下
、
展
示
の
構
成
に
従
い
、
企
画
展

の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

一
　
広
告
と
愛
知
の
街

　
　
　
　
―
江
戸
か
ら
明
治
へ
―

始
め
に
江
戸
時
代
の
広
告
を
当
時
の
愛

知
の
街
が
描
か
れ
た
「
尾
張
名
所
図
会
」

を
中
心
に
紹
介
し
、
次
に
明
治
時
代
の
街

の
広
告
を
当
時
の
写
真
で
展
示
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
広
告
の
例
と
し
て
「
尾
張

名
所
図
会
」
に
あ
る
伊
藤
呉
服
店
の
店
頭

の
様
子
を
展
示
し
ま
し
た
。

図
会
を
写
真
パ
ネ
ル
に
し
て
、
暖
簾
な

ど
広
告
の
位
置
を
丸
囲
み
で
示
し
、
暖
簾

が
当
時
の
大
型
店
舗
の
呉
服
屋
に
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
、
看
板
の
役
割
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
や
看
板
を
屋
根
に
上
げ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

明
治
に
な
る
と
文
明
開
化
に
よ
り
欧
米

文
化
が
輸
入
さ
れ
た
結
果
、
広
告
方
法
に

も
変
化
が
生
じ
、
新
聞
広
告
や
電
柱
広
告
、

動
く
広
告
と
し
て
の
馬
車
や
鉄
道
、
ペ
ン

キ
塗
り
の
看
板
な
ど
の
新
し
い
方
法
が
取

り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
展
示
し
た
名
古
屋

市
内
の
当
時
の
写
真
に
も
、
電
柱
広
告
や

ペ
ン
キ
塗
り
看
板
な
ど
が
写
っ
て
い
ま
す
。

二
　
明
治
の
新
聞
広
告

明
治
期
の
新
聞
広
告
の
特
徴
と
当
時
の

本
県
の
企
業
や
そ
の
製
品
を
新
聞
の
原
紙

や
広
告
の
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
具
体
的
に
紹
介
し
ま
し
た
。

初
期
の
新
聞
に
は
、
書
籍
や
銀
行
・
会

社
の
設
立
等
の
文
字
ば
か
り
の
広
告
が
多

い
の
で
す
が
、
次
第
に
新
聞
広
告
の
利
用

価
値
が
認
識
さ
れ
始
め
た
こ
と
や
新
聞
の

購
読
層
が
広
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
売
薬

や
化
粧
品
、
飲
食
物
な
ど
の
広
告
や
イ
ラ

ス
ト
を
付
け
る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
た

広
告
が
多
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
当
時
は
広
告
の
勧
誘
が
い
や

し
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
た
め
広
告
収
入

は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
を
変
え
た
の
が
明
治
十
五
年
に
福

沢
諭
吉
が
創
刊
し
た
「
時
事
新
報
」
で
す
。

「
時
事
新
報
」
は
、
勧
誘
員
を
置
い
て
広

告
募
集
に
努
め
て
お
り
、
福
沢
諭
吉
自
ら

も
新
聞
広
告
の
効
果
と
必
要
性
を
社
説
で

説
い
て
い
ま
す
。
そ
の
社
説
の
パ
ネ
ル
と

と
も
に
要
約
も
掲
示
し
、
実
際
に
そ
の
内

容
が
読
み
取
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
明
治
期
に
は
、
現
在
と
は
異
な

る
面
白
い
広
告
が
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回

は
そ
の
う
ち
、
禁
酒
宣
言
や
火
事
見
舞
御

礼
、
旅
行
中
の
年
始
欠
礼
、
無
罪
判
決
・

出
獄
の
知
ら
せ
な
ど
の
個
人
で
出
す
広
告

や
、
現
在
で
は
所
持
が
禁
止
さ
れ
る
拳
銃

の
広
告
、
第
一
面
全
体
が
広
告
欄
に
な
っ

た
新
聞
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
本
館
で

は
こ
れ
ら
の
明
治
期
の
新
聞
を
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
等
で
保
存
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

面
白
い
広
告
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

三
　
博
物
館
か
ら
商
品
陳
列
館
へ

こ
こ
で
は
、
産
業
振
興
を
企
図
し
て
本

県
が
建
設
し
た
諸
施
設
か
ら
産
業
の
発
展

の
様
子
を
見
て
み
ま
し
た
。

本
県
で
は
、
明
治
十
一
年
に
県
内
の
物

産
と
産
業
上
有
益
な
参
考
品
を
収
集
・
公

開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
内
の
産
業
振

興
を
図
る
目
的
で
工
芸
博
物
館
を
設
立
し

ま
し
た
。
そ
の
後
県
内
産
業
の
発
達
に

伴
っ
て
、
規
模
の
拡
張
や
組
織
の
改
編
を

行
い
、
名
称
も
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
う
ち
愛
知
県
博
物
館
と
愛

知
県
商
品
陳
列
館
に
注
目
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度　

企
画
展

「
明
治
期
愛
知
の
広
告
と
博
覧
会
」

企画展の風景
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展
示
で
は
、
両
施
設
の
外
観
写
真
に
加

え
、
展
示
用
に
作
成
し
た
施
設
の
平
面
図

の
パ
ネ
ル
な
ど
で
、
施
設
内
部
の
様
子
を

詳
し
く
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、「
愛
知
県
商
品
陳
列
館
報
告
」

の
「
発
刊
の
辞
」
や
大
隈
重
信
が
名
古
屋

の
地
を
賞
賛
す
る
「
大
隈
伯
の
名
古
屋

観
」、
当
時
の
輸
出
入
額
を
番
付
の
形
式

で
紹
介
す
る「
日
本
重
要
輸
出
入
品
番
附
」

な
ど
の
展
示
を
通
し
て
、
こ
の
時
期
の
日

本
と
本
県
の
産
業
の
発
達
の
様
子
を
紹
介

し
ま
し
た
。

四
　
博
覧
会
と
共
進
会

　（
一
）　
万
国
博
覧
会

こ
こ
で
は
、
政
府
や
本
県
が
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
だ
万
国
博
覧
会
の
う
ち
、
明

治
三
十
三
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
を
中
心

に
県
庁
文
書
の
出
品
記
録
な
ど
を
用
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

当
時
、
本
県
は
す
で
に
全
国
で
も
有
数

の
工
業
県
で
あ
り
、
特
徴
的
な
産
業
は
、

織
物
業
や
陶
磁
器
業
、
醸
造
業
な
ど
で
し

た
。
そ
れ
を
反
映
し
、
パ
リ
博
覧
会
で
は

生
糸
に
七
宝
焼
、
清
酒
な
ど
、
こ
の
特
色

に
当
て
は
ま
る
も
の
が
多
数
出
品
さ
れ
、

広
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
扇
子
や

提
灯
な
ど
、
現
在
で
は
愛
知
県
の
伝
統
的

工
芸
品
や
郷
土
工
芸
品
と
な
っ
て
い
る
も

の
も
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

本
県
の
出
品
物
の
中
で
も
目
立
つ
も
の

の
一
つ
が
、
鈴
木
政
吉
に
よ
る
西
洋
楽
器

で
す
。
彼
は
琴
な
ど
を
製
造
し
て
い
ま
し

た
が
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
研
究
に
没
頭
し
、

内
国
製
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
製
造
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
外
国
製
品
に
遜
色
の
な
い
製
品

を
作
り
だ
し
、
明
治
三
十
三
年
の
パ
リ
博

覧
会
で
は
銅
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　（
二
）　
関
西
府
県
連
合
共
進
会

関
西
府
県
連
合
共
進
会
は
、
明
治
十
六

年
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
、
年
々
盛
ん
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
新
た
に
造
成
さ
れ

た
名
古
屋
市
の
鶴
舞
公
園
で
明
治
四
十
三

年
に
開
催
さ
れ
た
第
十
回
関
西
府
県
連
合

共
進
会
に
つ
い
て
、
県
庁
文
書
を
中
心
に

紹
介
し
ま
し
た
。

会
場
や
建
物
の
総
面
積
、出
品
数
の
ど
れ 

を
と
っ
て
も
旧
来
の
規
模
を
大
き
く
上
回

り
、
当
時
の
名
古
屋
の
人
口
が
約
四
十 

万
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
来
場
者
は
二
百 

六
十
万
人
に
も
達
し
、
大
い
に
賑
わ
い
ま 

し
た
。
出
品
物
も
約
十
三
万
点
に
及
び
、

種
類
も
当
時
の
産
業
生
産
物
の
ほ
と
ん
ど

全
て
に
わ
た
り
ま
す
。

展
示
で
は
カ
ラ
ー
の
会
場
案
内
図
（
愛

知
県
図
書
館
蔵
）
や
当
時
発
行
さ
れ
た
絵

葉
書
を
展
示
し
て
臨
場
感
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
県
庁
文
書
に
は

織
機
の
豊
田
佐
吉
な
ど
、
こ
の
と
き
表
彰

さ
れ
た
功
労
者
に
つ
い
て
の
記
述
が
残
っ

て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
展
示
物
の
多
く

を「
湯
浅
氏
収
集
新
聞
関
連
資
料
」や「
新

愛
知
」
な
ど
の
新
聞
資
料
、
県
庁
文
書
に

拠
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
当
時
の
本

県
の
産
業
の
発
展
や
江
戸
時
代
か
ら
明
治

期
に
か
け
て
の
広
告
の
変
化
な
ど
が
読
み

取
れ
て
興
味
深
く
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
場
者
の
方
か
ら
は
、「
普
段

拝
見
で
き
な
い
資
料
が
見
ら
れ
て
よ
か
っ

た
」、「
展
示
を
見
て
懐
か
し
く
思
っ
た
」、

「
現
在
の
広
告
と
比
較
し
な
が
ら
興
味
深

く
思
っ
た
」
な
ど
の
う
れ
し
い
御
感
想
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
企
画
展
を
契

機
に
、
本
県
の
歴
史
及
び
本
館
の
所
蔵
資

料
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

表
紙
の
写
真
の
解
説

表
紙
の
写
真
は
、
上
段
の
二
つ
が
と
も

に
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
の
資
料

で
す
。

上
段
右
の
写
真
は
、
本
館
が
所
蔵
す
る

十
八
枚
の
絵
葉
書
の
う
ち
の
三
点
で
、
近

世
ル
ネ
サ
ン
ス
式
の
丸
屋
根
の
つ
い
た
パ

ビ
リ
オ
ン
が
並
ん
で
い
る
様
子
が
分
か
り

ま
す
。

ま
た
、
上
段
左
の
写
真
は
、
本
県
作
成

の
出
品
台
帳
で
す
。
繊
維
工
業
関
係
の
も

の
で
、
友
禅
縮
緬
や
浴
衣
地
、
木
綿
な
ど

の
品
名
や
出
品
人
名
、
代
価
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

下
段
の
写
真
は
、
名
古
屋
市
在
住
の
古

文
書
等
の
文
献
資
料
の
蒐
集
家
、
故
湯
浅

四
郎
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
湯
浅
氏
収
集

新
聞
関
連
資
料
」
の
「
新
聞
資
料
『
読
売

の
図
』」
で
す
。
守
田
座
の
新
狂
言
を
案
内

す
る
錦
絵
で
、
調
子
の
よ
い
宣
伝
文
句
が

並
び
、「
守
田
座
の
新
狂
言
の
評
判
〳
〵
」

と
締
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
、
商
い
が
盛
ん
に
な
る
に
つ

れ
、
暖
簾
な
ど
に
加
え
て
新
し
い
形
の
広

告
が
始
ま
り
ま
す
。
表
紙
の
絵
は
、
新
狂

言
の
「
守
田
座
」
の
興
業
宣
伝
に
な
り
ま

す
が
、
新
狂
言
や
歌
舞
伎
の
人
気
役
者
が

商
店
名
や
商
品
名
を
入
れ
て
台
詞
仕
立
て

で
宣
伝
す
る
劇
を
行
う
な
ど
、
客
を
誘
う

積
極
的
な
広
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

企画展の風景

愛知の鳥
コノハズク
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古
文
書
解
読
講
座

御
紹
介
す
る
史
料
は
、
本
館
が
原
本
を
所
蔵
す
る

尾
張
藩
士
大
塚
三
右
衛
門
家
文
書
の
内
、
京
都
裁
判

所
の
「
賊
難
達
書
取
」
に
記
載
さ
れ
た
一
件
で
す
。

京
都
裁
判
所
は
戊
辰
戦
争
最
中
の
慶
応
四
年
三
月

に
、
京
都
市
中
取
締
役
所
に
代
わ
っ
て
置
か
れ
た
行

政
機
関
で
す
が
、
京
都
裁
判
所
と
呼
ば
れ
た
期
間
は

短
く
、
こ
の
年
の
閏
四
月
に
は
政
体
書
の
三
治
制
の

定
め
に
従
っ
て
京
都
府
と
改
称
さ
れ
ま
す
。

掲
載
の
史
料
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
四
月

に
岩
上
通
御
池
下
ル
町
在
住
の
京
都
町
方
年
寄
で
あ

る
呉
服
商
松
屋
伝
兵
衛
が
盗
難
の
被
害
状
況
を
京
都

裁
判
所
に
文
書
で
届
け
出
た
も
の
で
、
本
人
の
他
に
、

五
人
組
の
金
蔵
が
署
名
、
押
印
し
て
い
ま
す
。

史
料
に
は
、
事
件
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
事
件
は
松
屋
の
手
代
文
助
が
商
用

で
仏
光
寺
付
近
に
出
向
く
途
中
、
暮
六
ツ
（
夕
方
七

時
）
ご
ろ
、
室
町
三
条
下
ル
町
を
通
り
か
か
っ
た
所

で
起
こ
り
ま
す
。
文
助
は
ひ
と
り
の
見
知
ら
ぬ
男
に
、

背
負
っ
て
い
た
風
呂
敷
包
み
を
強
奪
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
と
き
、
犯
人
の

顔
や
服
装
を
し
っ
か
り
と
見
届
け
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
知
ら
せ
を
受
け
た
松
屋
伝
兵
衛

は
、
事
の
経
緯
と
と
も
に
被
害
に
あ
っ
た
品
々
を
一

覧
に
し
て
、
翌
日
、
京
都
裁
判
所
に
届
け
出
ま
し
た
。

史
料
の
別
紙
の
「
覚
」
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
の
「
覚
」
か
ら
、
秩
父
縞
の
袷
一
枚
と
白
奈
良

晒
一
疋
（
一
疋
は
二
反
）、
花
色
秩
父
絹
二
疋
な
ど

布
五
種
類
、
端
切
れ
を
入
れ
た
紙
包
み
の
計
七
点
の

品
々
が
八
点
目
の
盗
難
品
で
も
あ
る
四
幅
の
大
き
さ

の
紺
木
綿
の
風
呂
敷
に
包
ま
れ
た
ま
ま
盗
難
に
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

江
戸
幕
府
が
倒
れ
、
維
新
政
府
が
成
立
し
て
間
も

な
い
京
都
市
中
の
治
安
状
況
と
、
新
政
府
の
組
織
の

役
割
等
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
で
す
。

　
　
　
乍
レ
恐
御
断
書

一
　
私
儀
呉
服
渡
世
仕
、
家
内
拾
人
相
暮
罷
在
候
処
、
手
代
文
助
義

　
　
昨
廿
日
用
向
有
レ
之
、
寺
町
仏
光
寺
辺
迄
罷
越
、
暮
六
ツ
時
分

　
　
室
町
三
条
下
ル
町
通
掛
り
候
処
、
不
二
見
知
一
男
壱
人
、
理
不
尽
ニ
脊
負

　
　
居
候
風
呂
敷
包
を
引
は
づ
し
取
逃
申
候
、
尤
、
面
体
恰
好
等

　
　
聢
と
見
留
不
レ
申
候
、
則
、
品
々
別
紙
ニ
書
記
シ
奉
二
申
上
一
候
、

　
　
此
段
乍
レ
恐
御
断
奉
二
申
上
一
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
上
通
御
池
下
ル
町

　
　
慶
応
四
辰
年
四
月
廿
一
日
　
　
乍
二
年
寄
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
人
　
松
屋
伝
兵
衛
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
人
組
　
金
　
蔵
　
　
印

　
　
　
御
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
　
　
一
　
白
奈
良
晒
　
　
　
　
　
　
一
疋

　
　
　
　
一
　
花
色
秩
父
絹
　
　
　
　
　
二
疋

　
　
　
　
一
　
秩
父
縞
　
　
　
　
　
　
　
一
反

　
　
　
　
一
　
糸
入
調
子
縞
　
　
　
　
　
三
反

　
　
　
　
一
　
秩
父
縞
袷
　
　
　
　
　
　
一
ツ

　
　
　
　
一
　
白
羽
二
重
　
　
　
　
　
　
一
疋

　
　
　
　
一
　
小
裂
之
紙
包
　
　
　
　
　
一
ツ

　
　
　
　
一
　
紺
木
綿
四
幅
風
呂
敷
　
　
一
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
端
し
ニ
白
上
リ
ニ
而
舟
津
と
印
有
レ
之

　
　
　
　
〆
　
　
八
点

　
　
　
右
之
通
御
座
候
、
以
上
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平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
日
に
愛
知
県

庁
本
庁
舎
が
名
古
屋
市
役
所
本
庁
舎
と
と

も
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
二

日
、
愛
知
県
庁
本
庁
舎
は
昭
和
十
三
年
の

竣
工
か
ら
七
十
七
年
が
経
ち
、
人
間
に
例

え
る
と
「
喜
寿
」
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て「
喜
寿（
七
十
七

年
）を
迎
え
た
愛
知
県
庁
本
庁
舎
の
軌
跡
」

と
題
し
、
総
務
部
財
産
管
理
課
と
共
同
で

企
画
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

展
示
を
担
当
し
た
総
務
部
財
産
管
理
課

の
奥
野
健
一
課
長
補
佐
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

○
展
示
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

前
期
は
外
観
を
テ
ー
マ
に
、
外
か
ら
見

た
美
し
さ
や
価
値
を
味
わ
う
内
容
と
し
、

後
期
は
内
装
を
テ
ー
マ
と
し
て
主
要
室
に

注
目
し
た
展
示
と
し
ま
し
た
。
と
も
に
建

設
図
面
と
写
真
を
展
示
す
る
こ
と
で
、
建

設
当
時
か
ら
現
在
ま
で
変
わ
ら
な
い
愛
知

県
庁
本
庁
舎
の
姿
を
見
て
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

○
苦
労
し
た
点
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

愛
知
県
庁
本
庁
舎
は
戦
争
の
混
乱
を
経

て
お
り
、
ま
た
、
時
の
経
過
と
と
も
に
文

書
も
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
、
当

時
の
様
子
を
再
現
で
き
る
資
料
が
思
い
の

ほ
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

○
本
館
所
蔵
以
外
の
展
示
資
料
は
展
示
期

間
終
了
後
も
閲
覧
で
き
ま
す
か
。

例
え
ば
、起
工
式
の
墨
打
ち
の
儀
（
注
）

で
使
用
し
た
用
材
は
、
通
常
は
屋
根
裏
に

保
管
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
公
開

さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
展

示
の
た
め
に
職
員
四
人
が
か
り
で
下
ろ
し

ま
し
た
。
展
示
期
間
終
了
後
は
再
び
屋
根

裏
に
戻
す
た
め
、
今
回
の
展
示
は
貴
重
な

機
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
建
設
関
係
者
だ
け
に
配
ら
れ
た

ブ
ロ
ン
ズ
の
庁
舎
レ
プ
リ
カ
は
こ
れ
ま
で

持
ち
主
が
不
明
で
し
た
が
、
今
回
の
企
画

展
を
き
っ
か
け
に
判
明
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
県
議
会
議
事
堂
一
階
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
注
）
工
事
責
任
者
や
職
人
が
工
事
の

無
事
を
誓
っ
て
名
前
を
記
す
儀
式
。

○
最
も
印
象
的
な
資
料
は
ど
れ
で
す
か
。

「
愛
知
県
新
庁
舎
観
覧
順
路
示
図
」
で

す
。
こ
の
資
料
は
竣
工
式
後
に
庁
内
を
内

覧
す
る
コ
ー
ス
を
示
し
た
印
刷
物
で
す
。

県
庁
舎
に
関
す
る
資
料
を
持
っ
て
い
る
と

県
民
の
方
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
、
展
示

の
目
玉
の
一
つ
と
し
て
お
借
り
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

展
示
内
容
を
練
っ
て
い
る
と
き
に
、
偶

然
に
も
こ
の
貴
重
な
資
料
の
お
話
を
い
た

だ
け
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

○
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
二
棟
は
と

も
に
洋
風
建
築
で
す
ね
。

名
古
屋
市
役
所
本
庁
舎
は
愛
知
県
庁
本

庁
舎
よ
り
五
年
早
く
完
成
し
ま
し
た
。
と

も
に
名
古
屋
城
を
意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン
で

す
が
設
計
者
は
別
人
で
す
。
し
か
し
、
二

棟
の
建
設
に
は
共
通
し
た
技
術
者
が
携

わ
っ
て
い
る
た
め
似
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。

名
古
屋
市
役
所
本
庁
舎
は
時
計
塔
が
特

徴
的
で
す
。
そ
し
て
正
面
玄
関
を
入
る
と

大
き
な
階
段
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
、

と
て
も
華
や
か
で
モ
ダ
ン
な
作
り
で
す
。

一
方
、
愛
知
県
庁
本
庁
舎
は
名
古
屋
城

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
屋
根
、
内
装
は
正
面

玄
関
を
入
る
と
直
線
に
通
路
が
伸
び
、
北

に
エ
レ
ベ
ー
タ
、
南
に
階
段
と
、
動
線
を

意
識
し
、
使
い
や
す
さ
を
重
視
し
た
造
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
っ
た
五
年
の
差
で

合
理
的
な
デ
ザ
イ
ン
設
計
に
変
化
し
て
い

る
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
現
役
の
事
務
庁
舎
と
し

て
大
切
に
使
い
な
が
ら
も
守
り
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
一
月
に
入
門
編
と
応
用
編
に
分
け
て

延
べ
十
回
実
施
し
ま
し
た
。
初
心
者
が
対

象
の
入
門
編
は
、
昨
年
は
一
回
完
結
の
内

容
を
四
回
実
施
し
ま
し
た
が
、
本
年
度
は

二
日
連
続
の
内
容
を
四
回
と
拡
充
し
ま
し

た
。
江
戸
時
代
の
食
べ
物
屋
の
看
板
に
あ

る
商
品
名
を
読
む
こ
と
か
ら
始
め
、
本
館

所
蔵
古
文
書
を
題
材
に
く
ず
し
字
、
候
文
、

返
読
文
字
、
異
体
字
な
ど
、
古
文
書
解
読

の
基
礎
を
学
習
し
ま
し
た
。

題
材
は
、
名
古
屋
藩
庁
文
書
三
点
と
村

方
文
書
の
戸
谷
家
文
書
、
大
脇
家
文
書
か

ら
三
点
の
計
六
点
で
す
。
江
戸
か
ら
明
治

初
期
の
古
文
書
を
通
し
て
当
時
の
社
会
状

況
と
庶
民
の
生
活
に
触
れ
ま
し
た
。

応
用
編
は
、
県
史
編
さ
ん
室
職
員
を
講

師
と
し
て
、
昨
春
発
刊
の
『
愛
知
県
史
』 

（
資
料
編
22　

近
世
８　

領
主
２
）
に
掲

載
の
「
寛
延
三
年
正
月　

私
領
へ
変
更
し

が
た
き
に
つ
き
碧
海
郡
大
浜
村
よ
り
赤
坂

代
官
所
宛
上
申
書
写
」
な
ど
を
題
材
に
古

文
書
の
解
読
を
行
い
、
生
き
生
き
と
し
た

史
実
に
触
れ
な
が
ら
、
愛
知
の
歴
史
の
一

端
を
辿
り
ま
し
た
。

愛
知
県
庁
本
庁
舎

重
要
文
化
財
指
定
記
念
企
画
展

前
期
…
四
月
六
日
～
六
月
二
十
六
日

後
期
…
七
月
二
日
～
九
月
三
十
日

古
文
書
講
座

愛知県庁本庁舎の外観

入門編の様子
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県
史
編
さ
ん
室
で
は
、
公
文
書
館
の
展

示
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
編
さ
ん
事
業
と
最

新
刊
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、三
河
地
域
の
領
主
関
係
の
資
料
を
扱
っ

た
『
資
料
編
22　

近
世
８　

領
主
２
』、
古

代
の
窯
業
を
扱
っ
た
『
別
編　

窯
業
１　

古
代　

猿
投
系
』、
文
庫
等
の
典
籍
を
扱
っ

た
『
別
編　

文
化
財
４　

典
籍
』
で
掲
載

し
た
資
料
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
各
巻
の
展
示
ブ
ー
ス
を
の
ぞ
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

【
近
世
８
】
三
河
地
域
は
譜
代
大
名
・
旗

本
・
幕
府
・
寺
社
の
領
地
が
散
在
し
、
支

配
が
錯
綜
し
て
い
ま
し
た
。
展
示
で
は
幕

府
代
官
と
譜
代
大
名
を
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
一
点
目
は
、
代
官
が
陣
屋
を
置
い
た

場
所
や
人
物
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

二
点
目
は
、
刈
谷
藩
や
西
尾
藩
の
藩
主
と

な
っ
た
譜
代
大
名
三
浦
家
の
転
封
に
よ
る

移
動
の
軌
跡
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
三
点

目
は
、
幕
府
の
奏
者
番
を
務
め
た
田
原
藩

主
三
宅
康
直
が
、
先
例
を
確
認
す
る
た
め

職
務
に
つ
い
て
の
記
録
を
蓄
積
し
保
管
し

て
い
た
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
窯
業
１
】
尾
張
東
南
部
か
ら
西
三
河
の

丘
陵
に
分
布
す
る
猿
投
窯
は
、
古
代
の
一

大
窯
跡
群
で
す
。
県
内
に
は
ほ
か
に
も
、

尾
張
北
部
の
小
牧
市
や
春
日
井
市
を
中
心

に
分
布
す
る
尾
北
窯
、
東
三
河
の
豊
橋
市

東
部
に
分
布
す
る
二
川
窯
な
ど
が
あ
り
、

古
代
か
ら
窯
業
が
盛
ん
で
し
た
。

展
示
で
は
、
猿
投
窯
の
優
品
で
あ
る
灰

釉
多
口
瓶
や
緑
色
の
発
色
が
美
し
い
緑
釉

陶
器
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
尾

北
窯
最
古
の
下
原
古
窯
跡
群（
春
日
井
市
）

出
土
の
埴
輪
や
須
恵
器
、
そ
れ
ら
を
焼
い

た
窯
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
文
化
財
４
】
県
内
に
は
、
寺
社
以
外
に

も
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
成
立
し
た
文

庫
に
豊
富
な
古
典
籍
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

尾
張
徳
川
家
に
ゆ
か
り
を
持
つ
蓬
左
文
庫

や
徳
川
美
術
館
、
尾
張
藩
士
河
村
秀
根
が

蒐
集
し
た
書
籍
を
中
心
と
す
る
河
村
文

庫
、
羽
田
野
敬
雄
ら
を
主
体
と
す
る
講
組

織
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
た
羽
田
八
幡
宮
文

庫
、
地
元
の
実
業
家
岩
瀬
弥
助
に
よ
っ
て

開
設
・
公
開
さ
れ
た
岩
瀬
文
庫
な
ど
で
す
。

展
示
で
は
こ
れ
ら
県
内
文
庫
の
特
徴
を
写

真
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
『
愛
知
県
史
』
は
、
県
内
の
図
書
館
な

ど
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
自
治
セ
ン
タ
ー

八
階
の
県
史
編
さ
ん
室
で
も
販
売
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
資
料
は
ご
く
一

部
で
す
。
一
度
、
県
史
で
本
県
に
関
す
る

様
々
な
資
料
に
触
れ
て
み
て
下
さ
い
。

埋
蔵
文
化
財
と
地
籍
図

本
館
所
蔵
の
地
籍
図
は
、
国
の
地
籍
編

纂
事
業
の
一
環
と
し
て
、
愛
知
県
が
明
治

十
七
年
、
村
々
に
命
じ
て
原
則
一
村
当
た

り
一
枚
、
千
二
百
分
の
一
で
作
成
さ
せ
た

地
図
の
こ
と
で
す
。
土
地
の
一
筆
ご
と
の

形
状
と
境
界
線
、
畑
、
田
、
道
路
、
河
川
、

堤
、
寺
社
の
敷
地
等
を
正
確
に
描
い
て
い

ま
す
。
こ
の
地
籍
図
は
現
在
、
土
地
利
用

や
測
量
等
の
関
連
の
方
を
初
め
、
大
変
多

く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
研
究
に
携
わ
る
方

の
利
用
方
法
・
成
果
の
一
端
を
述
べ
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
は
、
地
中
に
埋
も
れ
て
い

る
昔
の
人
々
の
生
活
の
跡
や
道
具
な
ど
の

遺
物
で
、
貴
重
な
文
化
遺
産
で
す
。
長
年

の
、
特
に
近
現
代
の
土
地
開
発
に
よ
り
、

当
時
の
遺
跡
周
辺
の
地
形
、
利
用
状
況
な

ど
の
推
測
が
難
し
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
明
治
中
期
に
作
成
さ
れ
た
地
籍
図

を
基
に
遺
跡
の
形
状
等
の
概
要
を
推
測
し
、

発
掘
調
査
や
遺
跡
の
復
元
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ

こ
で
は
、
本
館
所
蔵
の
二
つ
の
研
究
書
籍

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
南
山
大
学
学
術
叢
書　

地
籍
図
で
探
る

古
墳
の
姿
（
尾
張
編
）
―
塚
・
古
墳
デ
ー

タ
一
覧
―
』（
平
成
二
十
二
年　

人
間
社
）

著
者
の
伊
藤
秋
男
氏
は
、
尾
張
地
区

（
名
古
屋
区
を
除
く
）
九
百
二
十
三
村
の

地
籍
図
に
表
記
さ
れ
て
い
る
膨
大
な
数

の
「
塚
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
古
墳
で
あ

る
の
か
、
そ
れ
と
も
他
の
何
か
で
あ
る
の

か
を
、
現
地
調
査
を
基
に
考
察
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
古
墳
が
推
定
さ
れ
る
塚
の

ほ
か
に
、道
標
「
一
里
塚
」
や
「
十
三
塚
」、

砂
入
り
地
や
集
石
場
が
想
定
さ
れ
る
塚
な

ど
、
八
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
し
て
記
録

し
、
該
当
の
地
籍
図
と
と
も
に
紹
介
し
て

い
ま
す
。

左
の
写
真
は
、
地
籍
図
「
丹
羽
郡
学
伝

村
乙
」
の
一
部
で
「
字
青
塚
」
に
所
在
す

る
「
茶
臼
山
」（
現
在
の
青
塚
古
墳
）
が

表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
中
世
城
館
跡
調
査
報
告
Ⅰ
～
Ⅳ
』（
平
成

三
年
、
六
年
、
九
年
、
十
年
）

愛
知
県
教
育
委
員
会
は
昭
和
六
十
三
年

か
ら
県
内
の
中
世
城
館
跡
の
現
状
を
正
確

に
把
握
し
、
そ
れ
ら
の
保
存
・
活
用
の
方

策
を
探
る
た
め
に
詳
細
な
分
布
調
査
を
実

施
し
、
多
く
の
城
館
跡
の
所
在
地
確
定
と

そ
の
図
化
・
復
元
を
試
み
て
い
ま
す
。
こ

『
愛
知
県
史
』
展
示
コ
ー
ナ
ー

―　

新
刊
掲
示
資
料
か
ら　

―

埋
蔵
文
化
財
と
地
籍
図

展示の様子

地籍図　丹羽郡学伝村乙
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の
と
き
活
用
さ
れ
た
史
料
が
地
籍
図
で
す
。

地
籍
図
に
あ
る
城
館
に
関
係
の
深
い
地
名

や
方
形
に
巡
る
地
籍
か
ら
城
館
主
要
部
を

推
定
し
、ま
た
、例
え
ば
「
水
田
」「
水
路
」

な
ど
低
地
を
表
す
地
目
か
ら
堀
を
、「
山
」

や
「
畑
」
の
形
か
ら
土
塁
や
曲
輪
を
推
定

す
る
な
ど
、
地
籍
図
の
読
み
取
り
方
を
類

型
化
し
て
復
元
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

左
の
写
真
は
同
書
掲
載
「
岩
倉
城
下
町

復
元
図
」
の
一
部
で
す
。

こ
の
二
つ
の
書
籍
を
読
む
と
、
地
籍
図

と
い
う
史
料
が
時
の
経
過
と
と
も
に
、
作

成
当
初
の
意
図
と
は
別
に
貴
重
な
歴
史
的

価
値
を
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
塚
や
中
世
城
館
跡
が
ど
の

市
町
村
に
も
あ
る
大
変
身
近
な
文
化
財
で

あ
る
こ
と
も
教
え
ら
れ
ま
す
。

本
館
で
は
、
明
治
維
新
期
の
愛
知
県
成

立
期
か
ら
昭
和
初
期
ご
ろ
に
か
け
て
の
県

庁
文
書
を
原
本
ま
た
は
複
製
資
料
で
多
数

所
蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
大
事

件
や
国
を
挙
げ
て
の
事
業
に
関
連
す
る
も

の
も
あ
り
、
そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

明
治
六
年
五
月
、
女
官
部
屋
か
ら
の
失

火
に
よ
り
皇
城
（
皇
居
）
が
炎
上
し
ま
し

た
。
こ
の
火
事
で
西
ノ
丸
に
あ
っ
た
両
陛

下
の
宮
殿
の
ほ
か
、
太
政
官
庁
舎
や
宮
内

省
庁
舎
な
ど
も
焼
失
し
、
両
陛
下
は
赤
坂

離
宮
を
仮
皇
居
と
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
は
皇
城
の
炎
上
と
い
う
非
常
事
態

を
直
ち
に
各
府
県
へ
通
達
し
、
こ
れ
に
よ

り
、
全
国
の
各
方
面
か
ら
皇
城
再
建
の

た
め
に
献
金
の
願
い
出
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。
政
府
は
、
国
に
対
す
る
米
金
の
献
納

を
差
止
め
し
て
い
ま
し
た
が
、「
非
常
ノ

儀
、
強
テ
不
被
為
受
候
テ
ハ
却
テ
臣
民
之

誠
意
モ
貫
徹
不
致
筋
ニ
相
当
リ
候
」（「
公

文
録
」）
と
し
て
、献
金
を
許
可
し
ま
し
た
。

県
庁
文
書
に
残
る
皇
城
炎
上
に
関
す
る

資
料
の
大
半
は
、
こ
の
献
金
に
関
す
る
も

の
で
、「
官
省
伺
届
留
」（
明
治
七
年
）
や

「
郡
区
伺
指
令
・
往
復
留
」（
明
治
十
九
年
）

な
ど
の
簿
冊
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
文
書
を
見
ま
す
と
、
農
民
か
ら
士

族
、
寺
社
の
者
な
ど
、
性
別
や
身
分
、
職

種
も
様
々
な
人
か
ら
の
献
金
を
県
で
取
り

ま
と
め
て
政
府
へ
提
出
す
る
と
い
う
形
を

取
っ
て
い
ま
す
。
県
令
か
ら
、
太
政
大
臣

三
条
実
美
や
宮
内
卿
徳
大
寺
実
則
な
ど
へ

宛
て
た
文
書
が
見
ら
れ
ま
す
。
献
金
願
は
、

明
治
二
十
一
年
、
明
治
宮
殿
が
落
成
す
る

こ
ろ
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
献
金
の
額
は
、

数
百
円
か
ら
一
円
に
満
た
な
い
も
の
ま
で

様
々
で
す
が
、
皇
城
再
建
の
た
め
に
少
し

で
も
役
立
ち
た
い
と
願
う
人
々
の
思
い
が

見
て
取
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
と
き
太
政
官
庁
舎
が
焼
け
、

保
管
し
て
い
た
文
書
の
大
半
が
焼
失
し
て

し
ま
っ
た
た
め
、
太
政
官
は
各
府
県
に
対

し
置
県
以
来
の
各
種
文
書
等
の
写
し
の
提

出
を
求
め
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
政
府

が
国
政
運
営
上
、
公
文
書
の
保
管
・
保
存

の
必
要
性
を
認
識
し
、
公
文
録
等
の
編
集

を
行
う
契
機
と
も
な
り
ま
し
た
。

本
館
で
は
、
愛
知
県
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
入
事
業
（
東
海
地
域
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
推
進
協
議
会
と
連
携
）
に
よ
り
、

毎
年
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
十

日
間
程
度
の
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、

研
修
生
の
方
に
は
、
本
館
の
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
四
名
の
大
学
三
年
生
の
方
々

が
参
加
し
、
公
文
書
の
修
復
・
整
理
・
書

架
移
動
、
行
政
刊
行
物
の
整
理
、
窓
口
で

の
受
付
等
の
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。
研

修
生
の
皆
さ
ん
の
感
想
や
、
公
文
書
館
に

対
す
る
印
象
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
研
修
生
Ａ
〉

「
資
料
が
実
際
に
利
用
さ
れ
る
ま
で
に
は
、

ど
の
公
文
書
を
残
す
の
か
と
い
う
選
別
作

業
や
、
公
文
書
の
修
復
等
、
利
用
す
る
側

か
ら
は
見
え
な
い
部
分
で
、
多
く
の
工
程

が
必
要
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。」

〈
研
修
生
Ｂ
〉

「
個
人
で
行
う
仕
事
で
あ
っ
て
も
、
職
員

の
方
々
や
他
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
業
務
を
円
滑
に
遂
行

で
き
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
。」

〈
研
修
生
Ｃ
〉

「
普
段
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
の
な
い
公
文

書
に
触
れ
、
そ
れ
を
修
復
し
た
り
、
古
文

書
の
読
み
方
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し

て
有
意
義
な
体
験
が
で
き
た
。」

〈
研
修
生
Ｄ
〉

「
企
画
展
の
開
催
で
は
、
単
に
展
示
室
に

飾
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
企

画
展
を
宣
伝
す
る
た
め
に
大
量
の
チ
ラ
シ

を
多
く
の
市
町
村
、
大
学
、
図
書
館
に
送

付
す
る
こ
と
が
成
功
の
た
め
に
必
要
な
の

だ
と
感
じ
た
。」

今
後
も
多
く
の
学
生
の
皆
様
に
本
館
の

業
務
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
愛
知
県
庁
文
書
」
か
ら

―　

皇
城
炎
上
ニ
付
・
・
・　

―

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
生
体
験
記

愛知の花
カキツバタ

愛知の木
ハナノキ

岩倉城下町復元図



平成28年1月29日 愛知県公文書館だより 第20号

— 8 —

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー

Q　

明
治
期
か
ら
の
国
の
法
令
や
県
条
例

等
を
調
べ
た
い
の
で
す
が
、
ど
ん
な
資
料

が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A　

ま
ず
、「
法
令
全
書
」
と
い
う
資
料
が

あ
り
ま
す
。
詔
勅
や
布
告
・
布
達
・
告
示

な
ど
、
各
種
法
令
を
年
毎
に
ま
と
め
て
あ

り
、
本
館
で
は
慶
応
三
年
か
ら
昭
和
二
十

年
ま
で
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、「
太
政
官
日
誌
」（
官
報
の
前
身
）

や
「
官
報
」
が
あ
り
ま
す
。
太
政
官
日
誌

は
慶
応
四
年
か
ら
明
治
九
年
ま
で
、
官
報

は
明
治
十
六
年
七
月
二
日
の
第
一
号
か
ら

現
在
ま
で
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
太
政
類
典
」「
公
文
録
」「
公
文

類
聚
」
と
い
う
資
料
は
、
政
府
の
作
成
し

た
公
文
書
の
原
簿
綴
で
、
法
令
の
決
裁
書

だ
け
で
な
く
理
由
書
や
関
連
資
料
が
綴
ら

れ
て
お
り
、
各
官
省
、
年
毎
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
三
点
合
わ
せ
て
慶
応
三
年

か
ら
昭
和
二
十
年
ま
で
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
の
県
令
や
条
例
等
に
つ
い
て
は
、

「
愛
知
県
公
報
」（
明
治
二
十
年
四
月
～
現

在
）
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

公
報
作
成
以
前
の
布
達
を
所
収
し
た
「
愛

知
県
布
達
類
聚
」
は
、
明
治
初
期
か
ら
の

愛
知
県
の
施
策
を
知
る
上
で
と
て
も
貴
重

な
資
料
で
す
。

　

な
お
、
原
本
で
の
閲
覧
が
難
し
い
資
料

に
つ
い
て
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
の
閲

覧
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

▽
愛
知
県
公
文
書
館
だ
よ
り
第
二
十
号
を

お
届
け
し
ま
す
。

▽
本
年
度
前
半
は
、
愛
知
県
庁
舎
の
重
要

文
化
財
指
定
記
念
企
画
展
を
財
産
管
理

課
と
共
催
で
実
施
し
、
多
く
の
来
場
者

が
あ
り
ま
し
た
。

▽
恒
例
の
企
画
展
は
「
明
治
期
愛
知
の
広

告
と
博
覧
会
」
と
題
し
、
新
聞
の
広
告

等
を
通
し
て
明
治
期
の
本
県
産
業
の
発

達
を
紹
介
し
ま
し
た
。
草
創
期
の
新
聞

の
歴
史
的
価
値
を
再
認
識
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

▽
古
文
書
や
地
籍
図
、
県
庁
文
書
に
関
す

る
記
事
は
、
本
館
所
蔵
資
料
を
基
に
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
「
だ
よ
り
」
が
県

民
の
皆
様
と
本
館
を
結
ぶ
架
け
橋
と
な

り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

編　

集　

後　

記
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利 用 案 内

開 館 時 間
午前9時～午後5時

休 館 日
土曜日・日曜日・整理期間（春季10日以内）
国民の祝日・年末年始（12月28日～1月4日）

利 用 方 法

展 　 　 示
展示室では常設展や毎年テーマを定めた企画
展を開催し、所蔵資料等の展示を行っています。

交 通 機 関
地下鉄名城線「市役所」下車　5番出口
市バス・名鉄バス（基幹バス）「市役所」下車

資料の閲覧は無料です。
閲覧を希望される場合は、備え付けの「閲覧
票」に所定の事項をご記入の上、受付に提出
してください。
所蔵資料の複写にも応じています。（有料）
ただし、一部複写できないものがあります。

・
・

・

N

■県体育館

■国立病院機構
　名古屋医療
　センター

市役所市役所
西庁舎

県庁西庁舎
市役所駅

県庁

至清水口

地
下
鉄
名
城
線

至栄

愛知県公文書館
愛知県自治センター

7階

愛知の魚
クルマエビ


